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東京都内の 4 年制女子大学に通う大学生を調査対象とし，2017 年 6 月
中旬から 7 月にかけて大学の講義時間を利用し調査を実施した。調査対
象者の数は 164 名であった。欠損値のあった調査対象者は 7 名で全体の
4% であり，10% に満たない少数であったため，欠損値には各項目にお
ける調査対象者全体の平均値を代入し，すべてのデータを分析対象とし














はまる（5 点）」から「あてはまらない（1 点）」の 5 件法で回答を求めた。
高橋　里衣奈
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（2）‌思考コントロール能力尺度；日本語版 Thought‌Control‌ Ability‌
Questionnaire
小 林 ら（2016） の 作 成 し た 日 本 語 版 Thought Control Ability 
Questionnaire を使用した。全 22 項目で構成されており，項目内容がど
の程度自分に当てはまるか，「非常によく当てはまる（7 点）」から「まっ
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特徴な第 2 因子「能力への自信」，状況に応じて必要な思考に切り替えら









SD およびα係数を Table.1 に示した。
Table.1　各尺度の平均値，SD およびα係数（n=164）
高橋　里衣奈
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る力との間に有意な正の相関を示した (r=.371, p<.01) ことより，思考コ
ントロール能力が低いために孤独に耐える力が低くなる可能性が示され
大学生における抑うつに耐える力と自己没入との関連　̶思考コントロール能力の側面からの検討̶
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け止めようとする姿勢が重要視されている（Shapiro & Schwartz, 2000）
からである。宇佐美・田上（2012）によると，マインドフルネスでは，
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